




る C 言語に関しても、Borlamd 社の Borland C++ Compiler （以下 BCC とする）がフリーウェアとし
て公開され、総合情報処理センターの端末にもインストールされている。しかし、この開発環境で
は、Windows 上のグラフィックス・プログラミングは容易ではない。BCC 等のフリーの開発環境を用









　GrWin の利用環境としては、MinGW、Cygwin、Open Watcom C/C++ and Fortran 1.0、Borland
C++ Compiler 5.5、Digital Mars C/C++ Compilers、Intel(R) C++/Fortran Compiler 7.1、Microsoft
































　この 3 - 5 行目に関しては、最初は必ず実行するものだと理解して構わない。以下にプログラム
１で使用している関数について説明をするので、必要に応じて内容を修正して下さい。
ライブラリの初期化： int GWinit(void); 
ライブラリの初期化を行う。この際、メイン(フレーム)・ウィンドウが開かれていなければ、
grwnd.exe をオプションなしで実行し、ウインドウを開く。アプリケーション内で 2 度以上の
呼び出しを行っても無視される。
表示ウインドウのオープン： int GWopen(int NW); 
ウインドウ番号 NX のウインドウをオープンする。
ワールド座標系の設定： int GWindow(float X1, float Y1, float X2, float Y2); 
　ビューポート左下の点と右上の点の座標をワールド座標で与えることにより、ワールド座
標系を設定する。デフォルトでは用紙のサイズは左下を原点に、




直線の描画： int GWline(float X1, float Y1, float X2, float Y2); 














GWline(  0, -1, 0, 1 );
GWline( -1,  0, 1, 0 );




















ビューポートの設定： int GWvport( float U1, float V1, float U2, float V2 ); 
ビューポートの左下の座標（U1,V1）と右上の座標（U2,V2）により、グラフ領域を設定する。
四角形の描画：int GWrect( float X1, float Y1, float X2, float Y2 ); 
ワールド座標系において、２点（X1, Y1）と（X2, Y2）を対角線とする四角形を描画する。 




-1: 変更なし 10 : 薄い灰色
 0 : 黒 11 : 青灰色
 1 : 栗色 12 : 濃い灰色
 2 : 暗い緑 13 : 赤
 3 : オリーブ 14 : 緑
 4 : 濃紺 15 : 黄
 5 : 紫 16 : 青
 6 : 緑青 17 : 赤紫
 7 : 灰色 18 : 水色
 8 : 明るい緑 19 : 白









論理デバイス座標系で指定する。0 を指定するとデバイスによらず 1 ピクセル幅になる。
MX = 混合モード
0: NOP  8: NOTCOPYPEN
1: BLACK  9: NOTMASKPEN
2: WHITE 10: NOTMERGEPEN
3: NOT 11: NOTXORPEN
4: COPYPEN 12: MASKNOTPEN
5: MASKPEN 13: MASKPENNOT
6: MERGEPEN 14: MERGENOTPEN
7: XORPEN 15: MERGEPENNOT
マークの設定： int GWsetmrk(int MT, float S, int K, int KB, int MX);   
マーク番号 MT(0-6)，大きさ S(ワールド座標系)，マークの論理色番号 K，マークの背景




















マークの描画： int GWputmrk(float X, float Y); 












GWvport( 0, 0, 1, 1 );    // ビューポートの設定
GWindow(-1.2,-1.2,1.2,1.2);
// グラフの枠と軸の描画
GWline(  0, -1, 0, 1 );
GWline( -1,  0, 1, 0 );
GWrect( -1, -1, 1, 1);       // 四角形の描画
// Y=X^3 の曲線の描画
GWsetmrk( 6, 0.05, 13, -1, -1 ); // マークの指定
GWsetpen( 16, 1, 5, -1 );    // ペンの指定





GWline( x1, y1, x2, y2 );
GWputmrk( x1, y1 );    // マークの描画
}









以下の関数を用いて、プログラム 3：graph-2.c を改良すると、図 3 に示される実行結果となるプロ
グラムを作成することができる。
























FACE = TrueType フォント名
文字列サイズの取得： int GWgettxt( float *W, float *H, float *X, float *Y, char *TXT ); 
文字列のワールド座標系での幅と高さをを取得する。




















ない。基本的な C 言語の文法を理解している学生ならば、GrWin ライブラリの関数について少し
学習すれば十分に作成可能なプログラムである。
5. まとめ
　本稿では、GrWin グラフィク・ライブラリを用いた C 言語によるプログラミングについて述べた。基
本的な関数のみの紹介ではあるが、その有用性は十分に示せていると思う。より汎用的なグラフィ
クス・プログラミングを行うには機能が十分ではないが、決まった計算結果をグラフとして示す場合
や計算結果の動きを表示する場合には特に有用なライブラリである。
